
第 44 回古賀市芸術文化の祭典  日程 10 月 30 日(木)～11 月３日(祝･月) 

＊舞台発表 

 ・日程 11月１日(土)、２日(日)、３日(祝･月) ・会場 リーパスプラザこが 中央公民館大ホール 

 ・出演団体(日程別出演団体) 

    11 月１日(土) 10:30～                                

箏美会・極鳳会、ハラウ フラ オ マカナアロハ、Ring Ding rappy fav、古賀三線島唄会、 

ソシアルダンス、女声コーラス コールウイング、箏曲 糸の会、香雲堂吟詠桜峰会、吉住歌謡教室 

  11 月２日(日) ９:30～                                 
クロスパル古賀和太鼓教室、和太鼓 OTO･GATAR、Halau Hula O Hana aloha、啓峰吟詠会 

神伝真正早渕流剣詩舞道、鶴洲流福岡吟詠会、おかはちウクレレ古賀サロン、にこにこジャズダンス 

絃楽･津軽三味線、絃楽･たのしみ三味線、大正琴･アンサンブルポピー、寿駒会、三千久賀会、 

松富士会、あすかダンスサークル&あすかダンス SAKURA、舞の里エトワールバレエ、 

子どもクラシックバレエエトワール、MUSA NUSIC、ミュージカルオペラ K.i、古賀マンドリンクラブ 

  11 月３日(祝･月) 12:30～                                 

   Double D、舞オカリナ教室、結杏～二胡・龍笛・筑前琵琶～、古賀市半面会、藤間勘湧会、 

スマイル体操、アロアロハ、さくら会、ユカリクラシックバレエ、子どもバレエサークル クララ 

古賀キッズブラス、Ring Ding rappy fav、みなみ三郎歌謡教室、劇団 DAICOON 
 

＊美術展 

  ・日程 10 月 30日(木)～11 月 3 日(祝･月) 10:00～17:00 

    ・会場 歴史資料館ギャラリー、中会議室 

  ・出展団体 

 

 

 

 
 

 

 

     ・「古賀の宝みつけた」・「文化力向上事業作品展示」・「夏休み子ども体験教室作品写真展示」 
 

＊お茶席  11 月１日(土) 11 時～13 時 会場=茶室 1席 500 円 (古賀竟成館高校 茶・華道部) 
 

 

＊体験教室 「高嶋タティングレース教室」11月２日(日) ①10時～12時、②13 時～15 時 

会場=102 工芸室  材料費 800円 定員 5 人    

       「糸かけアート教室」11月 2日(日)10時～12 時 会場=102工芸室 材料費 800円 定員 10人 

    「昔話の語り体験教室」 11月 3 日(祝月) 13 時～15時  会場=茶室 無料   定員 15人 
                  

 

＊盆栽・いけばな展 

  ・日程 11 月１日(土)～３日(祝･月)   ・会場 リーパスプラザこが 中央公民館ホワイエ 

  ・出展団体 

 

 

 

＊囲碁大会 

  ・日程 11 月２日(日)13:00～ (受付 12:30～12:45)  ★参加料 無料 ＊先着 32 人 

    ・会場 リーパスプラザこが 交流館 306室           ・担当団体 古賀市囲碁同好会 

 

 ＊お茶席、体験教室……事前、当日申込受付ます。 申込・問合先／古賀市文化協会 ☎944-2778 

 

            

            

             

 

＊盆栽の部=古賀市花卉盆栽同好会   ＊いけ花の部 =池坊の会、いけばな小原流 瑞穂会 

＊写真の部=写真クラブ「写団こが」、写遊会    ＊書道の部=さざなみ会 

＊陶芸の部=古賀市陶芸同好会（水曜会・木曜会）、古賀陶友会 

＊工芸の部=彩り工房、糸かけ工房ひかり～な、木工クラブ、加那 

＊短歌の部=しきなみ短歌会                ＊絵画の部=伊藤昭子(個人) 

古賀市芸術文化の祭典 開催趣旨 
  文化芸術は、人の心を揺り動かす大きな力を持ち、生きる力を与え、豊かなまちづくりの原動力にもなりえるものです。しかし、今の時代は、類を見ない

スピードで変化し、価値観の変革が起きています。そのような中であっても、文化芸術の価値は変わることはなく、創造力や情熱は私たちの心を打ち、人

と人とをつなげていくものです。 その実現の場の一つとして、子どもから大人まで多くの皆さまの素晴らしい美術作品、熱意あふれる舞台芸能が披露で

きる機会を提供するとともに、その創造性と情熱が息づく作品をご覧いただく機会の提供として、本事業を実施するものです。 

   また、子どもたちが人間性や多様な個性、豊かな心を育めるよう、文化芸術活動に参加し、鑑賞できる機会を確保するとともに、将来的な文化芸術の

継承につなげます。 


